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◆北は厚木街道に南は泉区に接し、東に和泉川が流れる水と緑に囲ま
れた風光明媚な約3.8kmの細長い短冊形の地域。宮沢１丁目から 
宮沢４丁目全域と二ツ橋町・南瀬谷１・２丁目の一部を含めた、11の
自治会・町内会の構成で宮沢連合自治会を運営している。

◆一戸建ての住宅が多く、持ち家率も高く、居住年数20年以上が多く
定住率が高い。

◆人口は9,109人と減少している。高齢化率は26%（令和７年９月末）。
町内会・自治会加入世帯は2，736世帯を数える（令和７年４月末）。

1 地区の概況

◆地域のさまざまな活動にかかわる新たな担い手の発掘、また担い手の継続が課題。若い世代の参加が
少なく、活動の継続に不安がある。中高生や定年後の世代をゆるやかに地域の活動に取り込むきっか
けづくりが求められている。

◆地域活動の情報は役員以外に届きにくく、参加のきっかけが不足している。情報の見える化と発信力
の強化が課題。SNS等の活用や口コミや会話を通じた自然な広がりも大切に、風通しの良い地域
づくりを行う。

3 第５期計画に向けての課題

宮沢まちづくり推進委員会
宮沢連合自治会、宮沢地区社会福祉協議会、宮沢地区民生委員児童委員協議会の三者で設置する

4 推進母体

宮沢地区

◆災害対策では、防災拠点実行委員会を設置して「防災拠点避難所開設マニュアル書」を実情に合わせ
て改訂し、避難訓練を行った。各町内会合同の初期消火訓練等を行い、地域住民の交流にも繋がって
いる。

◆地域での健康づくりでは、シニア世代を対象に介護予防や認知症予防等の講座を開催。また、ボッチャや
ハマトレの普及に取り組み、スポーツフェスタを通じて異世代交流を図った。

◆地域活動と見守り体制の充実では、全町内会館でサロンを開催した。また、早朝防犯清掃パトロール、
長期休みの中学生～大学生ボランティア、小学生を含めた家族の公園清掃の参加等、若い世代の活
躍は地域を明るくしている。令和６年度には「第９回よこはま地域福祉フォーラム」にて認知症高齢者
が地域で暮らすことを町全体で考え取り組んだ事例の発表を行った。

◆誰にもやさしいまちづくりでは、親しみやすい公園の愛称のプレートを設置。宮沢町第二公園と南台第二
公園には花壇を整備し、季節ごとの花を植え、地域住民の憩いの場となっている。また、フェスタの
実施等、誰もが参加出来るイベントを開催。全世帯を対象としたアンケート結果に基づき、令和２年
度から移動販売を行っている。

◆活動拠点の確保では、公共用地を活用した地域活動拠点の建設で、子どもや高齢者・障害者の居場所
づくりを今後の課題として関係機関等に働きかける。

2 第1期～第4期で取り組んだ主な活動や事業
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